
肪石(もやいい し)
川ひらたが渋滞 した と きに、 船を ･時停めるため
の穴の聞いた f i で、 船頭はこれに綱を帖びつけ

休憩 し ました。 定桁僑付近の川沿いに3鳩のみが

現作してい ます

遼賀(堀川)疎水碑
この帥は、 明治34)年(1897) 堀川流城の16 ヶＨ の住民によって建 yヽ された、

高さ ５ｍのf i碑には、 ｢爾米災; IM i らず泄漑亦Ｍ し、筑ａ の徳沢を蒙るこ と

幾 モ1･余年、時人之を r ､づけて宝川と云ふビと ｊ う堀川をたたえる文がある、

車返しの切り1;:i き
堀川工 ･l f で一扮の難所だ 。 たのが、 ll(返 し と
よばれるこの場所の掘削で、 ノ ミの刃は2時間も

する と使い物にならな く な り、 明 IIIの8人の戟人

を呼んで鍛冶場がつ く られたほどで、 約･100mの
距離を約6m ～10mの帆で掘るのに9年間もかか 1)

ました。 3年川で延べ人数11万人にもな９ た。

現flEは、 折尾高枚から河守神桂にかけての岸壁に
ノ ミの跡や線剣文字が嫂り、 肖時の難 I: ﾟμを
物語っています。

咳の神様

飢饉犠牲者供養塔(下ニ)
17:保の飢饉では陥岡藩のl :哨 10万の民が死んだ。

吉田内往還道路(傘屋の辻)

近代化産菜遺産 川ひらた (県立折尾高校内)

川ひらたは、 江μ時代か ら昭和初1りj にかけ、 米
や { i 炭の輸送に活川 した川船で、 瓦 lヽり ､; 船 と も

叶ばれました｡ 令盛1りjには ･年に□万扱も往求
した川ひらたですが、 輸送 阿2が しだいに鉄道
へ と侈行し、 昭和 | :μlj l 9:18 ) を1､1後に堀川から

姿を in し ま し た　 以の f j' 形民俗 え化UI に指定
(昭和:17 年( 1962川月19 11指定) されており、 現存
する川ひらたは、 この | 吹と ; i゙ M 町1が史尺俗資料館
に | 叟があるのみです ｡

(6 1の付物を債むこ とが出求ました )
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河守神社
河守神H:には、 1:IS年問中断されていた堀川 1: ’μ

を呵開した福岡第六代藩 lﾓ黒Ⅲ緋高く ろたりぐたか･
が祀られて います。 また、 江戸時代に描かれた
｛ 1-六歌仙絵賜も奉納されてい ます。

近 く には、 IH ･川久作宅や ･川家累代のａ があり
ます、
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111殿様逆(傘Ｍの辻)

100年前の水９町占Ⅲから八幡叫区
則松へぬける道が残っ ている ,．

参勁交代の殿様が通っ た ｢殿様道Ｊ

三十六歌仙
文政 ８ 年 ( １８２５)
(玉泉作 ・小野小町)
〔河守神社蔵〕

･E･ I'f Ⅲ川の伏越

堀川の lﾞ に Ilf l l l川あ流れる

r川の ､χ体交麓]
(25m の ト ンネルト

江戸時代の優れた技術。

中問の唐戸
宝暦121臼 1762) 藩は、 備前の1小現在の岡山県) の
､リ F川に強川な1､1i μが隅築されているのを知り、
堀川 Iンμの役火頭(や く ぶが し ら) を好めていた

111久作(いちだきゅう さく ) を哨前に派遣しました。
江戸時代は、他藩の調脊は許されておらず、Ｗ険的

な試みで したが、 焦 'μ帰川し、 、り F水門を参号に
巾間の川戸は完成 し ました。 県の文化財に指定
{昭和58年 ( 198ぷ :川 19 11〉 されてい ます、

回


